
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定（概ね次の表のとおりとする）

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）
教科書「現代高等保健体育」大修館書店
副教材「現代高等保健ノート」大修館書店

ＣＣＣ

学科

①授業内容によっては、視聴覚教材を活用します
②授業は、各教室にておこないますが、実習を伴う授業の場合
は、教室以外を使用することもあります
③保健のノートは定期的に点検します。毎時間の復習をかねて
着実に整理しましょう
④健康問題について、保健の授業を通じて深く関心を持ちま
しょう
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ＡＢＢ　(ＡＡＣ)
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評価規準

・現代社会と健康について課題の解
決に役立つ基礎的な事項を理解して
いる。

・現代社会と健康について、課題の
解決を目指して総合的に考え、判断
し、それらを表している。

・現代社会と健康について関心を持
ち、意欲的に学習に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

得点率観点別学習状況の評価

・ペパーテスト
・論述やレポート、スライドの作成
・発表、グループでの話し合い

・授業中の発言等
・教師による行動観察
・ノートやレポート等

評価の組み合わせ 評定

１００～７０Ａ

６９～４０Ｂ

３９～０Ｃ

教科名

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切
に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

普通・フロンティア 科

保健 単位数（週当たりの授業時数） 1 単位

保健体育 履修学年 1 年

（科目名）

評価方法 ・ペーパーテスト
・知識の概念的な理解を問う問題



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

１．健康の考え方と成り立ち

２．私たちの健康のすがた

３．生活習慣病の予防と回復

４．がんの原因と予防

５．がんの治療と回復

６．運動と健康

７．食事と健康

８．休養・睡眠と健康

９．喫煙と健康

１０．飲酒と健康

１１．薬物乱用と健康

１２．精神疾患の特徴

１３．精神疾患の予防

１４．精神疾患からの回復

１５．現代の感染症

１６．感染症の予防

１７．性感染症・エイズとその予防

１８．健康に関する意思決定・行動選択

〇単元テスト（思考
力や、表現力を問う
問題）

〇論述やレポート、
スライドの作成

〇授業内での発表や
グループ内での話し
合い

〇授業中の発表
内容等

〇ノートやレ
ポート

７月

３

学

期

２

学

期

１

学

期

８月

９月

10月

11月

12月

６月

４月

５月

時期

１月

思考・判断・表現知識・技能
学習内容

評価方法

主体的態度

〇単元テスト（内
容が理解できてい
るかの確認）

○実習の技能（内
容を理解した行動
ができているかの
確認）

〇単元テスト（思考
力や、表現力を問う
問題）

〇論述やレポート、
スライドの作成

〇授業内での発表や
グループ内での話し
合い

〇授業中の発表
内容等

〇ノートやレ
ポート

〇単元テスト（内
容が理解できてい
るかの確認）

○実習の技能（内
容を理解した行動
ができているかの
確認）

２月

３月

〇単元テスト（内
容が理解できてい
るかの確認）

○実習の技能（内
容を理解した行動
ができているかの
確認）

〇単元テスト（思考
力や、表現力を問う
問題）

〇論述やレポート、
スライドの作成

〇授業内での発表や
グループ内での話し
合い

〇授業中の発表
内容等

〇ノートやレ
ポート

※応急手当

（心肺蘇生法の実技）


